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＜病棟連絡事項＞
・2/7に法人研修があります。参加できる方は参加しましょう。
＜ベッドコントロール＞
・沢田　徳則様～療養環境変更目的にて本日15時に北病棟に転出となります。
・北病棟、南病棟の個室へ各1名、転出候補の患者様を検討していく予定です。
＜患者様連絡事項＞
・小田　沙也加様～臨時薬14日分処方しています。
本日より月経が始まり腹痛の訴えが聞かれています。主治医に報告し、疼痛時のIFオーダーの指示とロキソプロフェンNa（60）1錠＋レバミピド（100）1錠10回分処方が出ています。
・山本　久美子様～臨時薬が14日分処方となっています。

・池野　功一様～臨時処方薬14日分処方となっています。
・神田　直樹様～「両親に電話して欲しい。退院したい」等の訴えが多く聞かれています。担当看護師が介入していますが、易怒的になり話の聞き入れができずにいます。詳細については看護記録を参照してください。
また、洗面道具がない為、担当看護師より家族に依頼する予定です。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・沼端　恵子様～次回定期薬からフルニトラゼパム錠（2）2錠→1錠に減量となります。夜間の状況を注意して観察していきましょう。
・中山　真由美様～シアノコバラミン点眼液2本、デルトピカ軟膏0.05％2本処方となっています。現在の継続指示では疼痛時にレバミピド（100）、胃痛時にファモチジン（20）服用となっていますが、本人より胃薬は同じ薬剤に統一したいと希望がありました。次回処方時にどちらもレバミピドで統一することを検討していく予定です。

・長谷川　陽一様～気分高揚の訴えが聞かれています。本日からバルプロ酸ナトリウム徐放B錠600ｍｇ→900ｍｇに増量となっているため、精神症状の観察をしていきましょう。
・坂本　のり子様～主治医より体重を減らすように提案されると、減量すると白内障になりやすいからと妄想発言が聞かれていました。無理に減量しなくてもよいと言われています。
・神田　直樹様～日中の倦怠感や眠気の訴えあり、本日からオランザピンが中止となっています。精神症状の変動に注意して観察をしていきましょう。
・菅井　浩子様～むせ込み、痰の症状が持続していますが本人の希望にて、カルボシステイン錠の内服が中止となりました。食事や内服時のむせ込みが多く見られるため、嚥下機能を維持・向上できるように口腔ケアや発声練習を促すよう介入していきましょう。
・和田　昌様～排便7日間見られない為、浣腸の指示が出ています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・夏堀　麗紗様～作業棟から泣きながら帰棟し、理由については「なんかわかんないけど怖くなって」「さっきSNS見てて誰を信じていいか分からなくなった」と涙ぐむ様子がありました。話を傾聴し不安時の頓服を服用しています。SNSは控えるよう提案し、携帯電話は詰所に預かっています。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・寺井　恵利子様～日課の遅れあり、内服も遅れてくる様子が目立っています。食事中も私語があり時間がかかっていることがあります。必要時声かけし、日課に遅れないよう介入していきましょう。
・泉川　ケイ子様～独語みられており、また急に「電話がきた。」と電話室に籠ったり出たりする行為を5回程繰り返す様子もありました。妄想や幻聴に左右された言動がみられるため、引き続き言動に注意して観察をしていきましょう。
・藤井　孝蔵様～日赤病院受診の為の情報提供書作成についてCWより主治医へ依頼中です。作成が済み次第、受診のための調整を進めていきましょう。
